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濟
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；
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又
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總
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彼
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用
澈
し
て
、冷
水

.を
敗

；
身

體

を

*
ふ

.̂
';
'
斯
べ「

身
體
を
淸
潔
な

ら

し

め
た
る
後
、彼
れ
等
は
其
の 

食
.堂

^
入

.る
、
»
の
分
班
：
{>
興

.'せ
^

^

«

に
入

.る
こ

X
を
許

3
れ
な

S
。

彼
れ 

響
が

ft
處
に
入

S

淸
淨
に
：し
で

.端

1£
、恰
も

®
堂
に
入
：名
が
如
く
で
ぁ
石
。

.彼

a
等
が
靜
か 

(>
:其
處
に
翁
席
し
、麵
，包
燒
き
；人
：來
ゥ
す
、各
人
に
其
の

«
包
を
供
し
、又
た
料
理
入
が
同
じ
や
ぅ 

に

#

^

®れ
.率
，
|
:枚
：の

麻

ギ

@
人

0
前

R
置

.け
る
時
、僧
侶
は
.來
り
て
食

*

の
0

0

を
行
ふ
。
 

而
t
て
何
.物

e
雖
も
祈
を
捧
ぐ
る
以
前

「

に
之
れ
を
；裳
ふ
名
ミ
を

rr
-
彡
れ
な

K

«
れ
れ
等
は
午 

«
€>
終

ヴ

に
，臨
ん

2

様
.
.に感
謝

'
*
表
し
、斯

く
.
 

®
如

,<
 ̂
<

食
第
み
始
め

.
S
終

6
,と
，に」

一

切 

の
食
物

©
:施
與
者
と

.し
て
神

^
靡
讚
す

■る
。

麻
し
一
て
後
、被
れ
、等
は

.興
び

®
衣
じ
等
し
さ

M
の 

浓
：服

含

*

し

t*
、再
.び
，夕
頃
，ま
.で

51
::
0

勞
働
に
從
事
す

る

の.，で

ぁ

气

〗

晚
«
は
全
然
午
發
と
等

.

. 

' 

.

.

.

.

.
/ 

I

(

i
'l
;.
.
.
'
. 

:

>

■ 

- 

■

- 

.-

t

i

1

f
パ
而
し
て
外
來
の

'

, «
客
ぁ
る
時

M

彼，れ

I

表

.
I

;
 

t
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：

第
一1;

»

.

六
四

0

か
し
め
る

0

家
を
亂
す
蚪
喊
も
驢
動
も
念

'1
^
、冲
し

.て
:彼
れ

.等
^
.互
匕
相
談
る
際

‘に
は
、»
ぺ 

V

0
者
.：が

一:

時
，：に
言
葉
を
發
す
る
こ
せ
な
く
、相
次
い
で
順
次

f
c卿
騎
る
が
故
に
、̂
外
に
在
る 

人
を

U

は
象
内
办
靜
寂
な
义
狀
谶

.は
崇
敬
の
翕
を
起

^
じ

む
：；

る
神
秘
の

»

が
あ
名
。
彼
れ
等 

が
靜
寂
な
る
華
活

.
」

は

被

れ

等

，が

：其

の

生
'活
支
持

S

要
以
上

.

.に

.飲
食
せ
ざ
る
が
故
に
、常
に
，申 

一：庸

-を
.失
ず

.る
こ

k

な
&

に，因
る

も

め
で
あ
る

o

.
一
般
に
彼
れ
等
，ほ
其
の
首
長
の
指
定
な
(
し 

で
：何
等

,
0勞

«

を
本
執
：行
す
る

.こ
ビ
；が
な

」

い
"而
も
彼
れ
等
は
自
由
：の
判
斷
に
铯
つ
て
憐
憫
ビ 

救
助

0*
準
備
：を
行

.ふ
こ
ビ
を

#
.る
の
で
：あ
る
。

.偶
今
苊
急

'■の
場
合
に
際

-e
て
は
總
ベ
て
の
人 

,{i
:

救
妨

5?
-
必
要
と
し
文
た
之
れ
に
値

す
'石

者
を
扶
助
じ
、貧
威

.に
も
亦
た
食

.物
を
供
ず

.る
：：

こ

6 

出

來
然
し
な
が
ら
彼
れ
等
は
豫
.め

#
の
首
長

.若
ぐ
は
管
.理
者
は

#
ぐ

3 

£ a

し 

f
、何
物
ビ

'雖
も
、之
：れ
を
发
入
及
^
緣
者
に
送
る
こ
ビ
を
許

さ

れ

な
い
。」

(

,?
p
.
J
U
d
,
:
'
I
L
:
v
i

-s
?

パ
’
、
共

齑

主

義

比

#
れ
寧
め
間
に
在
つ

•て
德
端
‘奪
で
進
め
ら
れ
た
。：
曩
き
に
も
揭
げ

ft
る
が
如

」

俨
^

有
は
衣
類

‘

に
.

ま

で

も

及

.：ん^
^

る
。

.

斯

ぐ

て

ピ

n

丨
シ
は
日

.

：ふ「

啻
だ
に
食
料
の
み

な
ら

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ヤ
、被
服
も

亦
た
：
彼

れ

等

に

共

同

で

あ

：つ
た
？

即
ち
冬
の
：爲

め

P
ぼ
：.厚

い

外

龚

が

在

ち

、
夏

.の

爲 

办

ば
は

文
だ

輕：

い
上
着
が
あ
る
、勘

.

く
て
各
人
は
任
意
に
之
れ
を
挺
用
す
る
こ

^

.

が
出
來
た

0

、

即
.

も

J

人
の
洧
す
る

.

所
の
も
の
は
全

I

體
.

の
所
有
と

■

看
.

做
3

れ
、金
：體
の
葙
す
々
物
は
各
個

.

の
-所 

有
^ :

祖
惟
せ
ら
れ
た

」

。
5

§

0 .C
m
n
i
s
,

 

x

r .
:
。

ジ
ョ
ー
 

>

1

フ
：ス
も

'

亦
^

'0

く『
彼
f t

等

は
-:

赏
欠 

蔑
視
し
た
、而
し
て
彼
れ

#

の
營
め

V

る
.

共
同
生
.

活
は
驚
異
で
あ

o

た
。
斯
く
て
彼
れ
等
の

.

抑
に
：
 

は
财
產
に
ょ
つ

.

て
自
己
を
傑
出
せ
：し
め
ん
と
欲
：今
る

」

者
■

を
看
出
す

.

る
く
が
'

不
可
，能
：
^

あ
o

枝 

蓋
し
f t

の
f l
l

fi
t

に
：加
.

入
す
'

る
こ
ビ
.

を
許
さ
る

V

者

は

其

：
の

財

，產

を

：
該
：
敎

湖

：
に
，

#

渡
す
る
：の
薄 

め
で
あ
つ
た
が
故
で
あ
る
。
從
つ
て
掠
奪
く
贫
困
、餘
冗
と
奢
侈

^

は
孰
れ
"も
存
ず
る
こ
と
が 

な
か
0

た
の
で
ぁ
る

」

.

.0

雜
れ
：.
等
-
.

の
：
圓

、
體

の

經

濟

：
的

：華

礎

を

形

成
せ
る
ら

’の
は

.«

放
：
的

：
經

«

で 

あ

：つ
た
。

「

彼
れ

'等
は

I全
，，
然

：農
耕
に
盡
瘅
し
た

」

ど
：說
け
る

'
.
.
ジ■:

ョ
：
バ

シ'
リ

：フ
，
ス
、
の第

|;
:は
固
：ょ
；り 

幾

分

;0
:誇
.張
は

.あ
：る
：が
、彼
.：：れ等
へ
か

^

耕
.を
以

-て

$

た
る
勞
働

.
S
爲■:

せ
'

る
.：
.

こ
：：

と
'

,

は，：
w

か
，：で
，
あ
る
。 

彼
：れ

等

は

手H

を
.も
亦
た
營
ん
：だ

.の
で
；あ

.：

る
，が、唯
だ
嵛

•：

辨
ヒ

：
p 

Iン
=の」

所
，食

：
の
へ
如
<
、奢
修
及 

び

武

器

の

製

造

の

み
.が
.：嚴
禁
：せ
'ら
：れ
て
ゐ
た
。
而
も
商
業
に

^

つ
て
は
全

M
:然
禁
止
せ

‘

れ
そ

' 

ゐ

力

ク：：.

彼

れ

等

は

：賣
：寒

突

易
♦

行
：ふ

こ
€

な

く

，互

に

些

：の
®

_
を
.
.も：
求

：む
丨
る
プこ

ギ

な
V

、
或

：た
.
、
 

*

ふ
る
こ
：ビ
な
く
し
て
、，

:|
-
4|1
1
い
に
他

の
欲
す
る
物
を

■之
れ
に
與

.：へ、又

た

&

己

0
@:
'す
.るぺ所：の

も

：
 

0 
 ̂
0
 
X 
P

0
 

 ̂

^
 
^ 

p yiii, 

3, 

4
4
>
n
t

 J
u
d
；

へXV
J
I
L
-
L
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旅
行
に
際

.し
て

«

身
用
の
棍
棒
を
帶
ぶ
る
の
外
は
、武
器

.を
携
ふ
る
こ
と

.を
許
さ
れ
な
い
。

.衣
服
ど
靴
ご
は
破
る
、
ま
で
、着
川
せ
ら
れ
る
。
油
を
以

V

淸
め
る
こ
と
は
却
つ
て
不
淨
な
ら 

し
め
る
も
の
で
あ
，る
ご

ft
せ
&

れ
る
。
從
僕
は

.人
を
し
て
.不
並
な
ら
し
む
な
も
の
ど
し
て
禁 

'北
-せ
ら
れ
る

〕

.-

澍
人
を

：

以v

法
廷
を
構
成

k
其
6

峯

ft
丨一

致
.
0

判
決

a
v

改
變
し
'得
ざ
る
も 

のへヒ

|爲

つ

て

；：ゐ
、
る
ソ
夫̂

 

又
た
は
.永

遠
CD
.破
門
を

'以
て
所
則
せ
ら
れ
る
。
 

«

れ
等
は
外
部
の

^
への：
_
ノ
へ
た
る
物
は
ン

一
:

切
之
れ
を
食
す
こ
年
を
許

^

れ
ざ
る
が

^

に
、を
は 

常
に
大
な

.る
•
痛1

2

を
來
さ
し
：め
、往
：々
に

.じ
：て
死
に
至
ら
し
め

.る
。
‘哲
學
は
無
用
に
し
て
且
つ 

人

カ

、に

及

ば

竽

る

も

の

：ビ
し.て
聞
却
ぜ
ら
れ
る
。

而
も
倫
理
，學
は
熱
心
に
研
究
せ
ら
れ
る
。

,

:

■

;

.

 

.

 
■,

.

..

 

:

結
婚
に
關
し
て
は

^

る
者
は
ユ
ッ
セ
ネ
人
は
獨
赍
を

«

べ
：り

€

述
べ
、他
は
彼
れ
等
が
結
婚 

を
行
へ
る
こ
と
を

'主
張
す
る

.？
：彼
れ
等
は
結
婚
を
禁
止
す
る
と
と
な

.き
も
、而
も
興
の
多
數
は 

自
ら
婦
人

w

の
.-1

切

.の
■接
觸
を
排
斥
せ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
タ
ジ
牙

1

シ
ー
フ
ス
は
其
の
猶
太 

#

史

C
於
て

m

 

く「

彼
.れ
等
は
：結

«

を
离
視
せ
る
も
、而
も
外
人
の
子
が
未
だ
若
く
し
て
猶
.ほ
鑛 

宵
し
得
る
際
に
、之
れ
を

t

ひ
、，；2

己
の
子
の
如
く

|:
睬
育
し
で
、其
の
.風
俗
習
惯
を
以
て
之
れ
を

敎
育
す
る
。
斯
く
の
如

&

は
彼
れ
等
が

.結
婚
及
び
人
間
の
繁
殖
を
抑
制
禁
壓
せ
ん

K
す
る
•か

I
 

.
 

.
I.
.

爲
め
で
は
な
い
。
而
も
彼

c

等
は
言
ふ
、唯
だ
一
人
の
贺
子
の
み
を
以
て
滿
足
す
る
婦
人
な

&
 

を
以
て
、人
は
常

.に
婦
：人
の
不
貞
に
對
し
て

«

戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
。

(ibid, 

II 
v
i
s
)

彼 

れ
は
又
た
其
の

「

古
代
猶
太

」

に
■於
て
日
く

r

彼
れ
等
は
妻
を
娶
り
、奴
隸

5:
保
有
す
る
こ
と
が
な
い
。
 

後
者
は
罪
惡
で
ぁ
る
が
、前
考
は
：不
和
狐
櫟
の
機
會
を
與
ふ
る
も
の
で
め
る
^̂
彼
れ
等
は
考
へ

る」

气

^

1

,

XVIII. J. 

5
0
。

彼
れ
等
は
營
だ
に
養
子
の
制
度
の
み
な
ら
ず
、

「

人
世
の
荒

»

に
無

. 

.
, 

,
.
.
.
.

 

. 

;
;
.
.

. 

,

益
の

.
奪
闘
を
爲
す
に

#

み
て

」

來

:v
投
ず
る
成
年
者
ぁ
る
が
爲

.め
に
其
.の
員
數
を
維
持
す
る
こ 

と
が
出
來
た

。

<
•

:

彼
れ
等
新
來
者
は
其
の

.垢

*:
を
行
ひ
つ
、
ぁ
；る
間
に
着
用
す
可
き
前
掛

(kenaphaim)、

白
衣
、
 

及
び
，

^
.
の
®

I
物
を
し
て
太
®
の
光
線
に
當
ら
し
め
ざ
る
が
爲
め
に
穴
を
掘
る
の
用
に
疋
ふ

シ
.-
V
./
P 

.

.

. 

:

る
親
に
：類
せ
，る
小
具

：
.を
給
與
ゼ
ら
れ
る
。
彼
れ
等
は

r

ヶ
年
間
園
體
の
外
に
茌
つ
て
興
の
制 

欲
的
規
定
を

0

守
し
、其
の
節

®

が

g

さ

れ
る
。

次
い
で
ニ
ヶ
年
の
新
た
な
る

m

驗
が
行
は
れ 

る
°

此
：の
期
間
に

' 
於
て

.
は
，彼
れ
等
は
淨
め
の
儀
武
に
は
參
加
す
る
が
、食
事

R

は
加
は
ら
な
い

o

是
れ
等
：の
試
驗
に

'滿
：足
す
る

'
結
果
を
上
げ
た
る
時
は
、彼
れ
等
は
完
全
な
る
團
員
に
擧
げ
ら
れ
、

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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第

十

七

怨(

三
八
o)

論

就

f
yセ
ネ
教
卿
の
共
産
主
義 

0
0
.
0 

六八

峻

烈

な

る

宣

：誓

じ

ょ

：っ

て

紳

を#

め
、茈
義
を
守

>

J
切
の
も
の
に
對
し
て
然
る
も
、殊
に
有
司 

に
對
し
て
忠
實
に
、

:1
]
.し
：て

:^
_れ
等
自
身
權
威
の
地
位
に
立
つ
こ
ビ
あ
.る
場
合
に
は
衣
冠
の
薬 

に
ょ

0
て
他
を

.應

.す
る
こ
な
く
、誠
實

,
}
IE
直
と
を
愛
し
、其
の
仲
間
に
對
し
て
何

¥

を
も

|1 

蔽
す
る
乙
芩
な
：ぐ、外
人
：に
對
し
て
は
何
物
を
も
露
洩
す
る
こ
ど
な
く
、又
た
如
何
な
る
犠
牲
を 

拂
ふ
も
彼
れ
：等

.
0天
使
：の

:»
ヒ
名
ピ
を
秘
密
に
附
す
可
き
貴
任
を
負
ふ
。
是
れ
が
彼
れ
等
の 

宣
誓
を
行
ふ
唯
一
の
場
八
〒
で
，あ
る
。
彼
れ
等
の
言
辭
は
極
め
て

»

嚴
.で
あ
つ
て
、へ
ロ
デ
王
す 

ら
彼
れ
等
を
し
，て
忠
順
の

：

宣
誓

.を
行
ふ
こ
と
を
免
除
せ
る
程
で
あ
つ
た
と
云
ふ
乙
ビ
が

「

般 

，
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。：

,
其
の
或
；る
者
は
同
：

1

.-
0
規
定

.に
從
ふ
も
、呢
だ
結
媸
を
行
ふ
の
®
に
於 

て.
1

般
ビ
異

な

る

の
で
あ
る
が

'而
も
を
は
單
に
秩
序
維
持
の
必
婴
に

.

g

る
の
で
あ
つ
て
、又
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w
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p. 

2
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:
:
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五

：
：
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:
八

H

ッ
セ
ネ
派
の
起
源
も
亦
た
圆
ょ
り
不
明
で
あ
る
。
果
し
て
佛
敎
の
一
派
、及
び
祆
敎
即
ち 

ゾ

ロ
ア
ス

タ
敎
の
影
響
を
受
け
た
る
も
の
で

あ
る
か

、
®

し
く
は
純
乎
た

る

猶
太
敎
の
內
部
か 

/レ
肖
然
に
發
達
せ
る
も
め
で

」

あ
\
る

；
か

：
？

人
は
今
日
に
於
て
之
れ
を
確
定
し
得
可
き
資
料
を 

有
し
て
ゐ

M

い
。
：
然

し

乍

ら
#

初
に

.モ
ッ
セ
ネ
敎

II
を
傅
へ
た
る
驵
歷
山
利
亞
の
ヒ
ロ
ー
ン
 

が
.一

方
に
は
豪

も

猶
太
民
族
の
信

^

に
®

す
る
探
究

？:
廢
す
る
こ
ビ
な
き
と
共

に
、
他
方

|:
於
 

て
は
：又

た

間

到

な
,：
々

希

臘

文

化

の
研

：究
者
で
あ
り
、殊
に
ブ
ラ
ト

I

ン
锊
學
に
對
し
て
造
詣
深 

か
り
し

#

實
を
想
見
し

/2
な
ら
ば
、少
く
と

.も
彼
れ
の
筆
に
；描
か
れ
た
る
工
ッ
セ
ネ
敎
圓
は

® 

太
敎

6
希
臘

©

學
ご
の
結
合
ょ
，

'(
>
成
れ
る
の
事
實
を
拒
否
：す
る

i

を
得
ま
い
。
茶
督
の
時
代 

に
先
ん
す
る
凡
そ
三
否
尔
に
亙

0

て
希
臘
哲
學
考
の

0

想
、殊
に
オ
ル
ヒ
ュ

1

ス
敎
徙
：(

〇
5
2
50*
1
7、

ヒ
:タ
ゴ
ラ
ス
の
學
徙
、ブ
ラ
ト
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V

主
義
者
及
び
ス
ト
ァ
學
徒
の
其
れ
が

®

歷
山
大
王
の
征
服

a

次
；げ

.る
希
臘
語

「

及
び

#

臘
；文
學
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弘
布
ど
共
に
遠
ぐ
且
っ
ー
廣
く
策
方
に
傳
播
し
て
居
つ
た
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遊
れ
等
の
も
の
は
最
も
多
樣
な
る
起
原
を
荷
す
る
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の

.思
想
と
邂
遊
し
混
交
し
た
。

ァ
ナ

> 

y
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ロ
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ト
の
：，
{ホ
；敎
、其
れ
，；

h
i
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る
占
星
學
等
が
是 

れ

で
ぁ
る
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に
又
れ
趣
れ

等
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想
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於

V

へ
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ダ

の
神
學
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全
な
る
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变
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力
の
で
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「

る
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希
臘
哲
鲁
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て
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ー

セ
：
の
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し
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れ
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統
を

與
へ
ん
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せ
る
彼
れ
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間
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茧
高
善
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限
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槪
念
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絕
せ
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性
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つ
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.
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.
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光
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翁
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ス；J
s
r只)

.(「

言
葉
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ら
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；
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。
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.
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ら
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き
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辭
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て
匙
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を
叙
し
て
ゐ
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世
紀
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及
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の
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.
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ス
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以
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ロ
ゴ
ス
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權
化
ビ
同
一
視
し
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つ
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。

小
商
細
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に
於
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名
希
臘
市
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ソ
ス
に
於
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れ
る
此
の
®
营
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ヒ
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|
ン
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著
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熟
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せ
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も
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ら
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。
倚
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初
期
®
督
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の
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中
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ゴ
ス
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、
I
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義
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猶
ほ

「
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上
殘
存
し
つ
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る
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神
的
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®

^
被
言
せ
ら
れ
た
る
ロ
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ス

W

ち
現
世
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し
て
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せ
ら
れ
た
る

「

言
產
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せ
る
考
が
あ
る
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基
督
敎
の
思
想
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ず
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ラ
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ン
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び
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舉
者

0
書
中
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る
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熱
心
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究
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で
、
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敎
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1
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明
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す
る
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す
る
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し
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而
し
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斯
く
の
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利
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ス
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子

ォ

ー

ジ

デ
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っ
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到

0 

L 
ナ
ジ
で
あ

.つ：ナパ：

.

(̂
elLgi

'ons: .of the... pash, and.'Present, 

a 

series 

of ...lectures' dcil.vercd .by 3
CBb.€rs:of. 

the. faculty 

of the 

University 

of Pennsylvania'ed. 

b
y

 J
a
m
e
s

 A, 

JVTontgomery, 

10ー
8
, 

n
o
. 

3

007-380.0 

果
し
て
然
ら
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義
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ょ
^
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叙
述
せ 
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れ
た
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其
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產
主
義
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又
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分
希
臘
思
想

 

>こ
交
涉
め
る
も
の
で
は
ぁ
る
ま
い
か
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工
 

ッ
セ
ネ
人
は
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族
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て
は
猶
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入
で
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語
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丨
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又
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。
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.

 

X. 

t)

而
し
て
彼
れ
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義
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度

.
 

:の
甚

&

が
汴
費
の
共
同
に
存
し
て
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的
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產
に
：
'非
ざ
る

乙

ビ
は
云

^
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で
も
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い
。
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同
象
則
の
典
產
虫
義
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あ
る
物
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：永
續
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る
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つ

て

永

遠

に

活

：
き
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し

て

最

も

叻

敏

：な
る
：.精

氣

よ

レ

發

し

て 

獄
に
入
る
が
如
く
に

^

體
中
に
別
■込
ま
れ
た
る
が
故
で
あ
る 

か
ら
放
た
れ
た
る
時
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は
長

&

束
縛
よ
&
解
放
せ
ら
れ
た

る 

行
く

の

で

あ
る
。
而
し
て
彼
れ
等
は

#

臘
人
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意

見

と

一
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降

雪
又
た

は

暴
風
雨
苦
し
く
は
炎
熱
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爲
め
に

#

し

め

ら

る
 

大
徉
よ
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き
送
る
凉
し
き
微
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つ
て
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快
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し
め 

斷

貢
す
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は
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た
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當

て
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